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市長定例会見

2026年4月9日
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今日お伝えしたいこと

高校生世代への支援 “第２弾”

～ 部活動における環境づくり ～
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高校生を取り巻く環境 ～高校授業料無償化制度～

460,000円

396,000円

178,800円

118,800円

238,800円

590
万円

(授業料)

(年収目安)

国制度

2025年度 2026年度～

730
万円

910
万円

国制度

457,200円

118,800円

(授業料)

国制度

兵庫県制度

自己負担

国制度

所得制限撤廃

支給上限額引き上げ

兵庫県制度

大阪府制度
(上限無し)

(公立高校授業料) (公立高校授業料)
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高校生世代への支援 ～第１弾～

市内高校等への通学定期代補助

市内の
高校などに通う人 通学定期代の全額

市外の
高校などに通う人 通学定期代の半額

2024年９月より拡充

［ 公立高校の学校教育費 ］

※｢令和５年度子供の学習費調査のポイント(文部科学省)｣をもとに作成

通学関係費

97,634円

合計 351,523円 (年額)

図書･学用品･実習材料費等

62,284円

教科外活動費

49,499円

修学旅行費等

36,500円

学校納付金等

35,630円

授業料

45,272円

2025年４月より拡充



5

高校の部活動にかかる費用負担

〇 長田高校音楽部第35回定期演奏会

・会場利用料 ： 約15万円

・備品等レンタル料 ： 約25万円

・プログラム印刷料 など

(中ホール)

〇 神戸高校吹奏楽部第32回定期演奏会

・会場利用料 ： 約30万円

・備品等レンタル料 ： 約50万円

・楽器運搬料、プログラム印刷料 など

(大ホール・リハーサル室など)
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高校生世代への支援 “第２弾” の検討

概 要

市内高校が部活動で、市内の文化施設や体育施設を

発表会や市内大会などで利用する場合の料金を支援する制度

検討内容

対象 | 市内の市立・県立・私立高校等

支援 | 施設利用料無償化 など
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多様な高校教育環境を守るため

高校の部活動への支援を進めていきます


